
「課題解決」論■は課題抽出がカギ
前回の選択科目Iに続いて、技術士第二次試験で最も記述量の多い選択科目Ⅲの論文対

策について、解答方法と解答に必要な情報収集の方法を解説する。選択科目Ⅲで問われ

るのは「課題解決能力」。テーマに沿つた課題の抽出のバックグランド情報は、国土交
通省のウェブサイトからの収集が効果的だ。(本誌)

西脇プランニングオフィス代表

西脇 正倫

トマル経営技術コンサルタント代表

外丸 敏明

1.選択科目Ⅲの解答方法

(1)Ⅲでは何が問われるか

2017年度の技術士第二次試験受

験案内にあるように、選択科 目Ш

は、受験者の選択した科目に関する

課題解決能力を問うものだ。2問か

ら1間 を選択 し、2時間以内に答案

用紙3枚に記述する (図 1)。

答案の絶対量からみれば、選択科

目Ⅱは同じ時間内に計4枚を書かな

ければならないので、Ⅲの方が少な

い。ただし、1問当たりの枚数でみ

ねJゴ、 Ⅱ-1が 1ォ欠、 Ⅱ -2て,も 2

枚なのに対 して、Ⅲは3枚なので、

1つのテーマについて最大の情報量

を求められることになる。

Ⅱ-2同様、設問様式は、科目ご

とにほぼ固定されているので、問題

文にある小問構成をそのまま答案に

採用すればよく、答案の構成に悩む

必要はない。

その基本は (1)か ら(3)ま での3つ

のガヽ問構成である。唯一「土質及び

基礎」は2つの小問構成だが、2つの

小問構成の中で3つの小問構成の科

目と同じ内容の記述を求めている。

事実上、3つの小問構成の科目と問

うている内容は変わらない (図 2)。

つまり、どの科目も、小問数や問

われる力贋序に関係なく図3に示すよ

うに、1)前提となる現況の分析、2)

問題の掌握と課題の抽出、3)課題

解決策の具体的な方策提案、4)方

策実施の負の側面 eリ スクなどの抽

出、5)リ スク回避の対応策提案――

の5段階の理論構築が必要である。

そのうえで、設問構成に合わせた答

案作成を行うことになる。

ただし、1)か ら5)が どの小間で

求められるかという点については、

Ⅲ-2 近年、空き家の増加により、都市において様々な課題が顕在化しつつあり、空き家対策を行ってい
くことが求められている。人口減少が進む地方都市で、あなたが担当責任者として総合的な空き家対策
を検討するものとして、以下の問いに答えよ。

(1)空き家の増加により顕在化している又は顕在化が見込まれる課題を複数説明せよ。

(2)上 記の課題に対して、必要となる方策を説明せよ。

(3)上 述の方策の実行に際し、想定される負の側面とその対応の方向性を具体的かつ多面的に述べよ。

(2016度  都市及び地方計画 選択科目Ⅲ)

舅橿■ 選択科目の論文試験の内容

専門知識

専門知識・応用能力
課題解決能力

財餓■ 選択科目Ⅲの問題文

Ⅲ-1 地盤内に施工される、杭基礎、地盤改良、グランドアンカーなどの構造物 (以下、「地盤内構造物」
という。)は、直接的に品質を確認することが難しい。このため地盤技術者は、調査・設計・施工の各段階
において、地盤特性及び地盤内構造物の特徴に応じ、品質向上に努めなればならない。
以上のような状況を踏まえて、地盤内構造物の品質確保に関して、以下の問いに答えよ。
なお、解答の目安は(1)を 1枚程度、(2)を 2枚程度とする。

(1)地 盤内構造物において想定される、地盤の不均質性や調査の不確実性に起因する不具合を2つ挙
げ
｀
、それぞれの原因及び技術的課題について抽出し、記述せよ。

(2)(1)で 挙げた2つ の不具合に対し、抽出した技術的課題について、品質を確保するために実施すべき、
最も効果的な対応策 (ただし不具合発生後の対応策は除く。)を提示し、説明せよ。また、対応策を実施
した場合の効果 (メ リット)と、それらを実行する際の問題点・留意点を論述せよ。

(2016年 度 土質及び基礎 選択科目Ⅲ)
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祠ヅ■ 課題解決の5段階の流れ

1)与件を踏まえた現況分析

ヅ

2)問題の掌握と課題の抽出

ヅ

3)課題解決の具体的方策提案

楊

4)方策実施時の負の側面、リスクなどの抽出

ヅ

5)リスク回避の対策提案

選択科 目や年度によって違いがあ

る。そのため、小間の構成に惑わさ

れず、「課題」と「課題解決の方策提

案」を軸に何を記述すべきかをしっ

かりと見定める必要がある。

図3に示したように、課題解決に

は5段階のフローがあり、それぞれ

の段はその前の段に従属 している。

特に課題の抽出を誤ると、方策も方

策実施時のリスクなどの内容、それ

らの回避の方策も全て題意に適さな

くなり、得′点を伸ばすことが困難に

なる。

そのため 答案の作 り方は設間の

小問構成に合わせるとして、答案の

内容はフローに従ったス トーリーを

展開することが不可欠だ。

(2)小問別の答案量の配分

選択科 目Ⅲは基本的に (1)か ら

(3)の小間で構成され、答案の流れ

としては年度、科目によってブレは

あるものの「現況分析」→「課題抽

出」→「方策提案」→「実施時のリス

クの掌握と対応策」になる。

これまでの受騨 旨導の経験からす

ると、最後の「実施時のリスクの掌

握と対応策」の答案量が少なくなっ

てしまう傾向がある。しかし、実施

時のリスクの掌握とそれに対する対

隕轟■ 図2の 問題文に対応する論文構成例

[土質及び基礎 ]

3枚目

②問題点・留意点
1)不具合A

2)不具合B

応策の提示は、多様な視′点からの分

析能力を示す重要な要素になる。

そこで、答案作成時には、まず見

出しを付けて、答案用紙に当たりを

つけておく。先の図2に示した問題

文に対応する論文構成例が図4だ。

どの程度の文章量を想定するか

は、ケース・バイ・ケースだが、間

題点・留意点に加えて対策も記す場

合 (図 2の 賭6市及び地方計画」の間

題)な ら、実施時のリスクの掌握と

対応策に答案用紙1枚は想定すべき

1枚目  [都 市及び地方計画] 1枚目

(1)顕在化が見込まれる課題
①課題A

②課題B

③課題C

2枚目

(2)課題に対する方策
①課題Aに対する方策

②課題Bに対する方策

③課題Cに対する方策

3枚目

(3)方策実施時の負の側面と対策
①負の側面

②対策

だ。図2の「土質及び基礎」の問題

のように、対策を書かない場合で

も、問題点 0留意点に3分の2枚は

確保する必要がある。

2口 情報収集の方法

(1)最新の状況と普遍的な問題

前述の17年度技術士第二次試験

受験案内には、選択科目Ⅲで問われ

る「課題解決能力」の概念と内容につ

いて、それぞれの科目に関わる「社

会的な変化・技術に関係する最新の

″女帥jp/ncttθ

(1)不具合と原因および技術的課題
①不具合A

l)不具合Aの原因

2)不具合Aの技術的課題

②不具合B
l)不具合Bの原因

2)不具合Bの技術的課題

2枚目

(2)技術的課題の対応策と実行時の問題点0

留意点
①対応策

1)不具合A

2)不具合B



[内容 ]

「選択科目」に係わる社会的な変化・技術に共通
する普遍的な問題を対象とし、これに対する課題
等の抽出を行わせ、多様な視点からの分析によっ
て実現可能な解決策の提示が行えるか等を問う
内容とする

財枡■

[概念]

社会的なニーズや技術の進歩に伴い、最近注目
される可能性のある課題に対する認識を持ってお
り、多様な視点から検討を行い、論理的かつ合理
的に解決策を策定できる能力

「課題解決能力」の概念と内容(17年度技術士第二次試験受験案内から) なる。

前回の「国土交通政策と出題傾

向」にも示したように、国土交通政

策は「法制度が確定し、予算措置も

進んでいる段階」と「新たな問題に

ついて具体的な対策に取 り組もうと

する段階」に分けられる。

前者は、既に展開事例があり、事

業における手順や内容に関して一定

の標準化が進んでいるものであり、

前回解説したⅡ-2の 出題テーマに

なることが多い。

Шでは、「社会的な変化・技術に関

係する最新の状況」を対象にするこ

とから、前者からも出題されるが後

者からの出題が多い。いずれにせよ、

Ⅲは時事
′
生の強いテーマの出題が多

いので、新たなテーマを国土交通政

策の中から見いだす必要がある。

(3)国土交通省ウェブサイトの活用

国土交通政策と密接な関係のある

技術士の建設部門では、国交省の

ウェブサイトは情報源として欠かせ

ない。

アプローチの仕方は様々だが、ま

状況」と「共通する普遍的な問題」を

対象とするとしている。そしてこれ

に対する「課題の抽出」、「多様な視

点からの分析」、「実現可能な解決策

の豚 」を問うとしている (図 5)。

従って、答案作成の前提として、

受験者が選ぶ科目に関して「最新の

状況」と「普遍的な問題」を把握して

おく必要がある。この2つの違いは

何か ?

建設部門は全11科 目あるので、

それぞれの科目によって異なるが、

「都市及び地方計画」を例にとって

説明を試みる。

我が国は、長期的な人口減少局面

に入ったとされており、「2025年間

題」など、人口の高齢化も都市計画

の大きな懸念材料となっている。

「国土のグランドデザイン2050」 で

は、「コンパクトシティーとネット

ワーク」が方針として打ち出され、

人口減少局面でも機能する都市づく

りへの挑戦が続いている。

「人口減少と高齢化に対応できる

都市づくり」は21世紀の我が国の都

市問題への対応という意味で「社会

的な変化・技術に関係する最新の状

況」のテーマであると言える。

一方、11年 3月 に発生した東日本

大震災のような災害に関する領域

は、一見、時事性の強い内容と思わ

れる。震災復興は確かに時事′性の高

い課題であると言えるが、広く防災

と捉えれば、国土交通政策における

「普遍的な問題」であると考えるこ

とができる。

大地震や台風、集中豪雨などの自

然災害を避けることができない地理

的条件にある我が国において、自然

災害は回避不能なリスクだ。復興に

ついても、事前復興という概念は、

被害を尊い教訓として、個別の災害

復興を超えて、より防災Lの高い都

市づくりを推進しようとする普遍的

な展開であると言える。

このような視″点から、過去の問題

を再確認すると、「都市及び地方計

画」では、14年 までは「人口と都市

構造」、「防災」の両方が出題された

が、それ以降は「人口と都市構造」

に関する時事性の強い出題になって

いる。

他の科目においても、災害、地理

に関する普遍的なテーマが認められ

るものの、出題数からすれば、「社

会的な変化・技術に関係する最新の

状況」なもの、つまり時事性の高い

ものが多いことが分かる。

(2)国土交通政策の収集

建設部門は国土交通政策と密接な

関係があるので、国土交通省のウェ

ブサイトから、受験者が選択する科

目に関する部局のページを検索する

ことが最も効率的で的確な学習法と

ず は ト プ ペ ー ジ(www.mlit.

go.jp)に アクセスする。どんな検索

エンジンであれ「国土交通省」と入

力すれば一発で出てくる (図 6)。

自分の選択科目に関する1青報を網

羅的に確認したいのであれば、トッ

プページをロールダウンして右側の

方にあるピクトグラムのアイコンが

並ぶ「政策情報・分野別一覧」を見

つける (図 7)。 この方法については、

前回も説明したが、アイコン群か

ら、自分の選択科目の分野を選んで

クリックする。



卜6■ 国土交通省のトップページ
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檬国会提出法案

例えば「都市及び地方計画」であ

れば、2段 目真ん中の「都市」だ。

画面力渚S市のトップページに変わる

(図 8)。

「 トピックス」には数年前から今

年に至るその時々の最新情報が 10

例ほど時系列で掲載されているの

で、都市に関する政策の流れを大ま

かに確認できる。左端には「主な施

策」が列記されている。それらを当

たっていけば選択科目Ⅱの学習を効

率的に進めることができる。

(4)選択科目Ⅲ学習へのウェブ活用

選択科目Ⅲは、Ⅱと比較しても時

事性の高い、新しいテーマからの出

題が基本になる。上に示した方法で

は、それらの1青報のヒットは難しい。

より時事性の高い1青報、いわばト

レンディーな情報にアクセスする場

合は、国交省のトップページに戻っ

てその一番下までスクロールして

「ピックアップ1青報」の欄を見つけ

る (図 9)。

ここには、国土交通政策の中でも

重要で鮮度の高rl青幸艮が示されてい

る。前回は時事性の高いテーマとし

て「自然災害に対する防災や減災」、

「ストック効果の最大化」、「生産性

革命」、「観光先進国の実現」の4つ を

挙げた。ピックアップ1青報にも「国土

図7■ 政策情報0分野別―覧

政策情報・分野刷―賞 園震 EE〉
難闘隠

暴 1畿 ‐O11颯 ‐攀・

の防災ライブラリ」と「ストック効果

ポータルサイト」が掲載されている。

そこで、ストック効果ポータルサ

イトをクリックする。「ス トック効

果」とは、整備された社会資本が機

能することでそのライフサイクル全

体で得られる効果であり、その最大

化は、人口減少社会を迎え、合理的

なインフラ整備が求められる我が国

にとって、国土・地域づくりの方向

性を示すものとなる。

このページには、「インフラス

トック効果とは」、「ス トック効果の

事例」、「ス トック効果をめぐる動

き」、「国土交通白書・広報誌」のペー

ジにアクセスできるアイコンが設定

されている。それぞれ、ストック効

果の学習に有効だが、この中で選択

科 目Ⅲの学習上、重要なのが「ス

トック効果をめぐる動 き」である

(図 10)。

「インフラストック効果の最大化、

閂靡■「都市」のトップページ
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頸竜◎■ ストック効果をめぐる動き

明制 ■ 審議会―覧

見える化等について議論が行われて

いる会議を紹介します」とある。ス

トック効果の最大化については、現

在、国でも検討が進められている最

中で、Ⅲに出る可育旨隆の高いテーマ

であることがここから分かる。

会議名を見ると、筆頭に「○社会

資本整備審議会計画部会」とあ り

「第40回 」とある。その下には「社

会資本整備審議会計画部会専門小委

員会」とある。

(5)審議会ベージヘのアクセス

我が国では、新たな政策を策定す

る場合、合議制の諮問機関である審

議会が設けられることが一般的だ。

国民の利益を代表する事業者・生活

者団体委員と、実務・学識経験者な

どの公益委員によって政策方針が論

議・策定される。

審議会でのプロセスは関係省庁の

ウェブページにアップされる。アク

セスするには、いったん国交省 トッ

プページに戻 り、上部にある「国土

交通省について」をクリックする。

「国土交通省について」には12項 目

の案内があるが、その6番 目「 (6)

審議会/委員会」を選べば、審議会

の一覧表に行き着く(図 11)。

一覧表から「社会資本整備審議会」

を選び、計画部会の専門小委員会を

選べば、「ス トック効果の最大化に

向けて～その具体的戦略の提言～」

を見いだすことができる (図 12)。

専門小委員会の記録は「開催案

内」、「議事要旨」、「議事録」、「配布

資料」から成っている。議事録は発

言が時系列で記録されており、興味

深い半面、長いので読みづらい。配

囃罐董■ 計画部会専門小委員会

墓畠」墨 基



布資料は、よくまとめられており、

分かりやすいものが多いので学習に

適している (図 13)。

図13に示したものは、16年 11月

28日 に発表した提言のポイントだ。

ストック効果の最大化が、効果を結

果ではなく目的として出すことを意

図的に計画し、投資 0運用の最適化

と「見える化 0見せる化」とのサイ

クル (フ イー ドバック)を確立して

いくものだとはつきりと分かる。

また、過去の開催内容も閲覧でき

るので、経緯や変遷について確認す

ることもできる。

(6)重要施策へのアプローチ

ここまで「ピックアップ`1青報」を

起点とするアプローチを解説 した

が、もう1つ、国交省の定める重′点

政策を確認するアプローチもある。

やはリトップページに戻り、上部に

ある「政策・法令・予算」を開く。

6つ並んでいる政策などの最初が

「(1)国土ダ
｀
通省重点政策」だ。ク

リックすると「重点政策」のページ

に移 り、国土交通省重点政策2014

から同2016ま で掲載されている。

国土交通省重点政策は通常8月 に

掲載されるので、17年度の受験に関

しては「国土交通省重点政策2016」

が最新となる (図 14)。 概要版を見

れば、行政の計画的推進、ストック

効果を高める社会資本整備、生産性

革命を柱に、安全・安心の確保 (3

政策)、 経済成長の牽引 (3政策)を

進めようとする意図を理解できる。

自らの選択科目に関連する内容が

見つかれば、「重点的施策」のページ

に戻って「参考資料」に示された「国

爾電3■ ストック効果の最大化

ストック効果の最大イしに向けて一その具体的戦略の提言～の1くイント

:一 基本的な犠 方

土行政の基本的考え方」、「今後重′点

的に取 り組む政策」をひもとけば、

学習はほぼ完結できる。

次回は「直前対策と直後の行動」

について解説する。

■執筆協力者

大脇テクノコンサルタント代表

大脇 好男

荻須テクノコンサルタント代表

荻須 雅夫

5Doors'代 表

堀 与志男

■ 連載の予定

第1回 2017年度の受験対策 (2月 27日号)

第2回 受験申込み書の書き方 (3月 27日号)

第3回 国土交通政策の読み方 (1)(4月 24日号)

第4回 国土交通政策の読み方 (2)(5月 22日号)

第5回 直前対策と直後の行動 (6月 26日号)

第6回 筆記試験結果の分析 (8月 28日号)

第7回 口頭試験対策 (1)(10月 23日号)

第8回 口頭試験対策 (2)(11月 13日 号)

技術士一直線2017に 加え、さまざまな科目や

総合技術監理部門の詳細、追加情報などをお

伝えする【増補版】は日経コンストラクションの

ウェブサイトでお読みいただけます。

※本誌購読者またはウェブ有料会員限定
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炒罐4■ 国土交通省重要政策2016の概要版

颯堂甕κttκ贔骰鶉鵞輪罐邊 な国土交通省

:＼懸鷺鷲な量曇]:営::t]llll詈 轟爾動運:熙 [[を轍為_


